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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グリップを備える本体、外刃および内刃の組である刃ブロックを備えるヘッド、ならび
に、前記本体と前記ヘッドとを繋げるヘッド支持部を備え、
　前記ヘッド支持部は前記ヘッドが２つの回転軸まわりで揺動できるように前記ヘッドを
支持する揺動支持部、および、前記ヘッドが前記本体に対して浮き沈みできるように前記
ヘッドを支持するヘッドフロート部を備え、
　前記ヘッドは複数の前記刃ブロック、前記外刃を支持するヘッドケース、および、前記
複数の刃ブロックが前記ヘッドケースに対して浮き沈みできるように前記複数の刃ブロッ
クを支持する刃フロート部を備え、
　前記本体から浮くように前記ヘッドフロート部が前記ヘッドに与える力は前記ヘッドケ
ースから浮くように前記刃フロート部が１組の前記刃ブロックに与える力よりも大きく、
前記ヘッドケースから浮くように前記複数の刃フロート部のそれぞれが対応する前記刃ブ
ロックに与える力の合計よりも小さい
　電気かみそり。
【請求項２】
　前記２つの回転軸の少なくとも一方が前記ヘッドフロート部よりも前記刃ブロック側に
存在する
　請求項１に記載の電気かみそり。
【請求項３】
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　前記２つの回転軸が前記ヘッドフロート部よりも前記刃ブロック側に存在する
　請求項２に記載の電気かみそり。
【請求項４】
　前記揺動支持部は前記２つの回転軸の一方を形成するピンを備え、前記ヘッドは前記ピ
ンまわりで揺動できるように前記ピンに支持される
　請求項１～３のいずれか一項に記載の電気かみそり。
【請求項５】
　前記ヘッド内に配置され、前記内刃を駆動する駆動源、前記駆動源に電力を供給する電
力供給部、および、前記駆動源と前記電力供給部とを繋げるリード線をさらに備え、
　前記ヘッド支持部は前記リード線を直線的に引き回すための配線通路をさらに備える
　請求項１～４のいずれか一項に記載の電気かみそり。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電気かみそりに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の電気かみそりは、グリップを備える本体、外刃および内刃の組である刃ブロック
を複数備えるヘッド、ならびに、肌の形状に応じてヘッドを本体に対して揺動させるヘッ
ド支持部を備える。その一例である特許文献１の電気かみそりによれば、ヘッドは長手方
向を有する外刃および内刃を備え、ヘッド支持部はヘッドを揺動させる回転軸である第１
の回転軸および第２の回転軸を備える。第１の回転軸は刃ブロックの長手方向に沿い、第
２の回転軸は刃ブロックの短手方向に沿う。
【０００３】
　特許文献１の電気かみそりが肌に押し当てられながら肌に沿って動かされることにより
、ヘッドが肌の形状に合わせて第１の回転軸および第２の回転軸の少なくとも一方の軸ま
わりで揺動する。このため、ヘッドが肌の形状に追従しながら肌上を移動できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１６２１３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記電気かみそりによれば、ヘッドが肌に強く押し当てられた場合にヘッドが第１の回
転軸および第２の回転軸まわりで揺動するとはいえ、ヘッドから肌に加えられる力がヘッ
ドの揺動により十分に吸収されないおそれがある。その場合、肌が外刃の内部に入り込み
、肌に強い刺激が与えられるおそれがある。
【０００６】
　本発明の目的は肌に対するヘッドの追従性が高く、肌に強い刺激を与えにくい電気かみ
そりを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に従う電気かみそりの一形態は、グリップを備える本体、外刃および内刃の組で
ある刃ブロックを備えるヘッド、ならびに、前記本体と前記ヘッドとを繋げるヘッド支持
部を備え、前記ヘッド支持部は前記ヘッドが２つの回転軸まわりで揺動できるように前記
ヘッドを支持する揺動支持部、および、前記ヘッドが前記本体に対して浮き沈みできるよ
うに前記ヘッドを支持するヘッドフロート部を備える。
【発明の効果】
【０００８】
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　上記電気かみそりは肌に対するヘッドの追従性が高く、肌に強い刺激を与えにくい。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】は実施の形態の電気かみそりの斜視図である。
【図２】は図１のヘッドの分解斜視図である。
【図３】は図１の刃ブロックの分解斜視図である。
【図４】は図１の電気かみそりの分解斜視図である。
【図５】は図１のヘッド支持部の側面図である。
【図６】は図５のＤ６－Ｄ６線に沿う断面図である。
【図７】は図１のヘッド支持部の底面図である。
【図８】は図１の電気かみそりの使用状態の一例を示す側面図である。
【図９】は図１の電気かみそりの使用状態の一例を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　（電気かみそりが取り得る形態の一例）
　〔１〕本発明に従う電気かみそりの一形態は、グリップを備える本体、外刃および内刃
の組である刃ブロックを備えるヘッド、ならびに、前記本体と前記ヘッドとを繋げるヘッ
ド支持部を備え、前記ヘッド支持部は前記ヘッドが２つの回転軸まわりで揺動できるよう
に前記ヘッドを支持する揺動支持部、および、前記ヘッドが前記本体に対して浮き沈みで
きるように前記ヘッドを支持するヘッドフロート部を備える。
【００１１】
　本電気かみそりによれば、ヘッドが２つの回転軸まわりで揺動できることによりヘッド
が肌に追従しやすい。また、ヘッドが本体に対して浮き沈みできるため、ヘッドが肌に強
く押し当てられたとしてもヘッドが本体に対して沈むことにより肌に加えられる力が低減
される。このため、肌が外刃の内部に入り込みにくく、肌に強い刺激が与えられるおそれ
が低減される。このように、本電気かみそりによれば、肌に対するヘッドの追従性が高く
、肌に強い刺激を与えにくい。
【００１２】
　〔２〕前記電気かみそりの一例によれば、前記２つの回転軸の少なくとも一方が前記ヘ
ッドフロート部よりも前記刃ブロック側に存在する。
　ヘッドにおける肌との接触部分である外刃とヘッドの揺動における回転軸との距離が短
いほど、肌の形状に追従してヘッドが揺動するときのヘッドの動作量が小さくなる。この
ため、ユーザーによる電気かみそりの操作性が高められる。上記〔２〕の電気かみそりに
よれば、ヘッドフロート部が２つの回転軸よりも刃ブロック側に配置される構成と比較し
て、ヘッドの接触部分と少なくとも一方の回転軸との距離が短いため、ユーザーによる電
気かみそりの操作性が向上する。
【００１３】
　〔３〕前記電気かみそりの一例によれば、前記２つの回転軸が前記ヘッドフロート部よ
りも前記刃ブロック側に存在する。
　本電気かみそりによれば、ヘッドフロート部が２つの回転軸の少なくとも一方よりも刃
ブロック側に配置される構成と比較して、ヘッドの接触部分と２つの回転軸との距離が短
いため、ユーザーによる電気かみそりの操作性が一層向上する。
【００１４】
　〔４〕前記電気かみそりの一例によれば、前記ヘッドは、複数の前記刃ブロック、前記
外刃を支持するヘッドケース、および、前記複数の刃ブロックが前記ヘッドケースに対し
て浮き沈みできるように前記複数の刃ブロックを支持する刃フロート部を備え、前記本体
から浮くように前記ヘッドフロート部が前記ヘッドに与える力は、前記ヘッドケースから
浮くように前記刃フロート部が１組の前記刃ブロックに与える力よりも大きい。
【００１５】
　ユーザーは剃りにくい部分に生えている毛、および、短い毛等を剃る場合、１組の刃ブ
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ロックだけを対象部分に意識的に当てることがある。このため、その刃ブロックではなく
ヘッドが本体に対して先に沈む構成によれば、ユーザーが意識する対象である刃ブロック
と別の部分であるヘッドが優先的に動作することにより、ユーザーが違和感を覚えるおそ
れがある。
【００１６】
　一方、上記〔４〕の電気かみそりによれば、１組の刃ブロックが肌の形状に応じてヘッ
ドケースに対して沈み、ヘッドが本体に対して実質的に沈まない状態が形成されやすいた
め、ユーザーが違和感を覚えるおそれが低減される。また、ヘッドが肌に強く押し当てら
れた場合、１組の刃ブロックがヘッドケースに対して沈み、さらにヘッドが本体に対して
沈むことにより肌に加えられる力が吸収される。このため、肌に強い刺激を与えるおそれ
が低減される。
【００１７】
　〔５〕前記電気かみそりの一例によれば、前記本体から浮くように前記ヘッドフロート
部が前記ヘッドに与える力は、前記ヘッドケースから浮くように前記複数の刃フロート部
のそれぞれが対応する前記刃ブロックに与える力の合計よりも小さい。
【００１８】
　本電気かみそりによれば、全部の刃ブロックが肌に押し当てられた場合、ヘッドが複数
の刃ブロックよりも先に沈む。このため、複数の刃ブロックにかかる力が互いに異なる場
合でも複数の刃ブロックが同じようにヘッドケースに対して沈む。このため、全部の刃ブ
ロックが肌に押し当てられた場合に、複数の刃ブロックのうちの一部の刃ブロックが肌に
特に強く接触するおそれが低減される。
【００１９】
　〔６〕前記電気かみそりの一例によれば、前記揺動支持部は前記２つの回転軸の一方を
形成するピンを備え、前記ヘッドは前記ピンまわりで揺動できるように前記ピンに支持さ
れる。
【００２０】
　本電気かみそりによれば、例えば四節リンク機構により２つの回転軸が形成される場合
と比較して、ヘッド支持部を小さく構成できる。このため、ヘッドと本体との距離を短く
設定し、本電気かみそりの操作性を高めることができる。
【００２１】
　〔７〕前記電気かみそりの一例によれば、前記ヘッド内に配置され、前記内刃を駆動す
る駆動源、前記駆動源に電力を供給する電力供給部、および、前記駆動源と前記電力供給
部とを繋げるリード線をさらに備え、前記ヘッド支持部は前記リード線を直線的に引き回
すための配線通路をさらに備える。
【００２２】
　本電気かみそりによれば、リード線のうちのヘッド支持部を通過する部分において屈曲
した部分が実質的に形成されないため、リード線に屈曲した部分が形成される配線形態と
比較して、電流が効率的に流れる。
【００２３】
　（実施の形態）
　図１に示される電気かみそり１は、電気かみそり１を構成する複数の要素を備える本体
１０、毛を剃る機能を備えるヘッド２０、ならびに、本体１０とヘッド２０とを繋げるヘ
ッド支持部５０を備える。本体１０はグリップ１１、本体１０の電源のオンおよびオフを
切り替える電源スイッチ１２、および、駆動源２２（図６参照）に電力を供給する電力供
給部１３（図６参照）を備える。
【００２４】
　図２はヘッド２０の内部構造を示す。ヘッド２０は外観を構成するヘッドケース２１、
複数の刃ブロック３０、複数の刃ブロック３０を駆動する駆動源２２（図６参照）、およ
び、駆動源２２と複数の刃ブロック３０とを繋げる複数の伝達機構２３を備える。ヘッド
ケース２１は、複数の刃ブロック３０が配置される上部ヘッドケース２１Ａ、および、駆
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動源２２を収容する下部ヘッドケース２１Ｂを備える。各ヘッドケース２１Ａ，２１Ｂが
結合されることによりヘッドケース２１が構成される。
【００２５】
　図３は複数の刃ブロック３０を示す。一例では複数の刃ブロック３０は第１の刃ブロッ
ク３１、第２の刃ブロック３２、および、第３の刃ブロック３３を含む。各刃ブロック３
１～３３は外刃３０Ａおよび内刃３０Ｂの組であり、ヘッド２０（図２参照）の短手方向
に並べて配置される。外刃３０Ａは上部ヘッドケース２１Ａ（図２参照）に対して浮き沈
み可能な状態で上部ヘッドケース２１Ａにより支持される。内刃３０Ｂは伝達機構２３（
図２参照）に取り付けられる。
【００２６】
　第１の刃ブロック３１はヘッド２０の正面に近い位置に配置される。第２の刃ブロック
３２はヘッド２０の背面に近い位置に配置される。第３の刃ブロック３３は第１の刃ブロ
ック３１と第２の刃ブロック３２との間に配置される。外刃３０Ａおよび内刃３０Ｂは細
長い形状を有する。外刃３０Ａおよび内刃３０Ｂの長手方向である各刃ブロック３１～３
３の長手方向はヘッド２０の長手方向に沿う。
【００２７】
　図６は図５のＤ６－Ｄ６線に沿うヘッド２０の内部構造を示す。駆動源２２の一例はリ
ニアモーターである。一例では伝達機構２３の数は２つである。各伝達機構２３は下部ヘ
ッドケース２１Ｂから突き出る。一方の伝達機構２３に第１の刃ブロック３１の内刃３０
Ｂおよび第３の刃ブロック３３（図３参照）の内刃３０Ｂが取り付けられる。他方の伝達
機構２３に第２の刃ブロック３２（図２参照）の内刃３０Ｂが取り付けられる。
【００２８】
　駆動源２２が駆動することにより各伝達機構２３がヘッド２０（図２参照）の長手方向
に往復運動する。一方の伝達機構２３の運動の位相と他方の伝達機構２３の運動の位相と
の関係は逆位相である。このため、第１の刃ブロック３１の内刃３０Ｂおよび第３の刃ブ
ロック３３の内刃３０Ｂと第２の刃ブロック３２の内刃３０Ｂとが反対方向に往復運動す
る。
【００２９】
　図２に示されるとおり、ヘッド２０は各刃ブロック３１～３３が上部ヘッドケース２１
Ａに対して浮き沈みできるように各刃ブロック３１～３３を支持する複数の刃フロート部
４０をさらに備える。一例では複数の刃フロート部４０は第１の刃フロート部４１、第２
の刃フロート部４２、および、第３の刃フロート部４３（図３参照）を含む。
【００３０】
　第１の刃フロート部４１は一方の伝達機構２３に形成され、弾性部材４１Ａを含む。弾
性部材４１Ａの一例はコイルばねである。第１の刃ブロック３１の内刃３０Ｂが一方の伝
達機構２３に取り付けられることにより弾性部材４１Ａが内刃３０Ｂにより圧縮される。
このため、弾性部材４１Ａは内刃３０Ｂを外刃３０Ａに近づける方向に作用する反力を内
刃３０Ｂに与える。このため、第１の刃ブロック３１を本体１０（図１参照）側に押す力
が外刃３０Ａに作用する場合、第１の刃ブロック３１が弾性部材４１Ａを圧縮しながら上
部ヘッドケース２１Ａに対して本体１０側に移動する。一方、外刃３０Ａに作用する押す
力が低下した場合、第１の刃ブロック３１が上部ヘッドケース２１Ａに対して本体１０と
は反対側に移動する。
【００３１】
　第２の刃フロート部４２は他方の伝達機構２３に形成され、弾性部材４２Ａを含む。弾
性部材４２Ａの一例はコイルばねである。第２の刃ブロック３２は第２の刃フロート部４
２に支持されることにより、上部ヘッドケース２１Ａに対して第１の刃ブロック３１と同
様に動作する。
【００３２】
　図３に示されるとおり、第３の刃フロート部４３は第３の刃ブロック３３に形成され、
複数の弾性部材４３Ａを含む。弾性部材４３Ａの一例はコイルばねである。第３の刃ブロ
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ック３３は第３の刃フロート部４３に支持されることにより、上部ヘッドケース２１Ａに
対して第１の刃ブロック３１と同様に動作する。一例では、各弾性部材４１Ａ，４２Ａ，
４３Ａは同じ弾性率を有する。
【００３３】
　図４は一部の要素が分離された電気かみそり１の斜視図である。ヘッド支持部５０は、
ヘッド２０が２つの回転軸まわりで揺動できるようにヘッド２０を支持する揺動支持部６
０、および、ヘッド２０が本体１０に対して浮き沈みできるようにヘッド２０を支持する
ヘッドフロート部７０を備える。
【００３４】
　揺動支持部６０は、２つの回転軸の一方である第１の回転軸ＸＡ（図５参照）を形成す
る第１の支持部６１、および、２つの回転軸の他方である第２の回転軸ＸＢ（図５参照）
を形成する第２の支持部６５を備える。第１の回転軸ＸＡはヘッド２０の長手方向に沿う
回転軸である。第２の回転軸ＸＢはヘッド２０の短手方向に沿う回転軸である。
【００３５】
　ヘッド２０は第１の回転軸ＸＡまわりで第１の支持部６１に対する揺動が可能な状態で
第１の支持部６１に取り付けられる。ヘッド２０が第１の回転軸ＸＡまわりで揺動するこ
とによりヘッド２０が本体１０に対して前後方向に揺動する。
【００３６】
　第１の支持部６１は第２の回転軸ＸＢまわりで第２の支持部６５に対する揺動が可能な
状態で第２の支持部６５に取り付けられる。第１の支持部６１が第２の回転軸ＸＢまわり
で揺動することによりヘッド２０が本体１０に対して左右方向に揺動する。
【００３７】
　第１の支持部６１は、第２の支持部６５と連結される第１の支持部本体６２、および、
第１の支持部本体６２の長手方向の両端部に取り付けられる一対の第１の支持アーム６３
を備える。第１の支持部６１はさらに、各第１の支持アーム６３に対する回転が可能な状
態で各第１の支持アーム６３に連結される一対の第２の支持アーム６４を備える。ヘッド
２０は４本の第２の支持アーム６４に対する回転が可能な状態で第２の支持アーム６４に
取り付けられる。各第１の支持アーム６３および各第２の支持アーム６４は四節リンク機
構を構成する。この四節リンク機構が形成する回転軸が第１の回転軸ＸＡである。
【００３８】
　図５は上部ヘッドケース２１Ａが省略されたヘッド２０の側面図である。一方の第１の
支持アーム６３に取り付けられる一対の第２の支持アーム６４について、それぞれの長手
方向に沿う仮想線は交点を形成する。他方の第１の支持アーム６３に取り付けられる一対
の第２の支持アーム６４について、それぞれの長手方向に沿う仮想線は交点を形成する。
第１の回転軸ＸＡはこの２つの交点を通過する。このように、図５に示される揺動支持部
６０によれば、ヘッドフロート部７０よりも複数の刃ブロック３０側に第１の回転軸ＸＡ
が形成される。
【００３９】
　図４に示されるとおり、第２の支持部６５は、ヘッドフロート部７０と連結される第２
の支持部本体６６、第２の支持部本体６６の前後方向に突き出る一対のピン６７、および
、第２の回転軸ＸＢにおけるヘッド２０の揺動を補助する一対のばね６８（図６参照）を
備える。一対のピン６７は第２の回転軸ＸＢを形成する。このように、図４に示される揺
動支持部６０によれば、ヘッドフロート部７０よりも複数の刃ブロック３０側に第２の回
転軸ＸＢが形成される。
【００４０】
　第１の支持部本体６２は第２の支持部本体６６に対する揺動が可能な状態で一対のピン
６７に取り付けられる。第１の支持部本体６２が一対のピン６７まわりで揺動することに
より第１の支持部６１が第２の回転軸ＸＢまわりで揺動する。
【００４１】
　図６に示されるとおり、一対のばね６８は第１の支持部本体６２と第２の支持部本体６
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６との間に配置される。一方のばね６８は、第２の回転軸ＸＢまわりの一方向における第
１の支持部本体６２の揺動を促す力を第１の支持部本体６２に与える。他方のばね６８は
、第２の回転軸ＸＢまわりの他方向における第１の支持部本体６２の揺動を促す力を第１
の支持部本体６２に与える。
【００４２】
　ヘッドフロート部７０は、本体１０（図４参照）と連結されるケース７１、および、ヘ
ッド２０（図４参照）が本体１０から浮くようにヘッド２０に力を与える少なくとも１つ
の弾性部材７２を備える。弾性部材７２の一例はコイルばねであり、その数は例えば２つ
である。
【００４３】
　第２の支持部本体６６はケース７１に対して上下方向にスライド可能な状態でケース７
１により支持される。各弾性部材７２は第２の支持部本体６６とケース７１との間に配置
され、第２の支持部本体６６を本体１０とは反対側に押す力を第２の支持部本体６６に与
える。このため、ヘッド２０を本体１０側に押す力がヘッド２０に作用する場合、第２の
支持部本体６６が弾性部材７２を圧縮しながらヘッド２０とともにケース７１に対して本
体１０側に移動する。一方、ヘッド２０に作用する押す力が低下した場合、第２の支持部
本体６６がヘッド２０とともにケース７１に対して本体１０とは反対側に移動する。
【００４４】
　本体１０から浮くようにヘッドフロート部７０がヘッド２０に与える力は、ヘッドケー
ス２１（図４参照）から浮くように刃フロート部４０が１組の刃ブロック３０に与える力
よりも大きい。本体１０から浮くようにヘッドフロート部７０がヘッド２０に与える力は
、ヘッドケース２１から浮くように複数の刃フロート部４０のそれぞれが対応する刃ブロ
ック３０に与える力の合計よりも小さい。
【００４５】
　図６および図７に示されるとおり、電気かみそり１（図１参照）は、駆動源２２と電力
供給部１３とを繋げるリード線８０をさらに備える。電力供給部１３は、例えば駆動源２
２の電源であるバッテリー（図示略）、交流電力を直流電力に変換するコンバータ（図示
略）、および、駆動源２２を駆動するための駆動回路（図示略）を備える。リード線８０
は駆動源２２と電力供給部１３の駆動回路とを接続する。リード線８０はヘッド支持部５
０に形成される配線通路５１を通って直線的に引き回される。図７に示されるとおり、ヘ
ッド２０の短手方向における配線通路５１の寸法はヘッド２０の長手方向における配線通
路５１の寸法よりも長い。
【００４６】
　図８および図９を参照して、電気かみそり１の作用について説明する。
　電源スイッチ１２（図１参照）が操作され、電気かみそり１の電源がオンに設定される
ことにより駆動源２２（図６参照）が駆動する。駆動源２２の駆動にともない複数の刃ブ
ロック３０の内刃３０Ｂ（図２参照）が外刃３０Ａ（図２参照）に対して往復運動する。
【００４７】
　駆動源２２が駆動している状態においてヘッド２０が肌に押し当てられ、肌に沿って移
動することにより髭が剃られる。このとき、ヘッド２０が肌の形状に合わせて第１の回転
軸ＸＡおよび第２の回転軸ＸＢの少なくとも一方の回転軸まわりで揺動する。このため、
ヘッド２０が肌の形状に追従しながら肌上を移動できる。
【００４８】
　図８に示されるように、剃りにくい部分に生えている毛の一例である鼻下の髭を剃る場
合、ユーザー１００は１組の刃ブロック３０である第１の刃ブロック３１または第２の刃
ブロック３２の外刃３０Ａ（図２参照）を意識的に鼻下に当てる。この場合、ヘッド２０
が肌に強く押し当てられることにより第１の刃ブロック３１または第２の刃ブロック３２
がヘッドケース２１に対して先に沈み、ヘッド２０が肌にさらに強く押し当てられること
によりヘッド２０が本体１０に対して沈む。
【００４９】
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　図９に示されるように、剃りやすい部分に生えている毛の一例である顎髭を剃る場合、
ユーザー１００は全部の刃ブロック３０の外刃３０Ａを顎に当てる。この場合、ヘッド２
０が肌に強く押し当てられることによりヘッド２０が本体１０に対して先に沈み、ヘッド
２０が肌にさらに強く押し当てられることにより全部の刃ブロック３０がヘッドケース２
１に対して沈む。
【００５０】
　電気かみそり１によれば例えば以下の効果が得られる。
　（１）ヘッド２０が第１の回転軸ＸＡおよび第２の回転軸ＸＢまわりで揺動できる。こ
のため、ヘッド２０が肌に追従しやすい。また、ヘッド２０が本体１０に対して浮き沈み
できるため、ヘッド２０が肌に強く押し当てられたとしてもヘッド２０が本体１０に対し
て沈むことにより肌に加えられる力が低減される。このため、肌が外刃３０Ａの内部に入
り込みにくく、肌に強い刺激が与えられるおそれが低減される。このように、電気かみそ
り１によれば、肌に対するヘッド２０の追従性が高く、肌に強い刺激を与えにくい。
【００５１】
　（２）ヘッド２０における肌との接触部分である外刃３０Ａと各回転軸ＸＡ，ＸＢとの
距離が短いほど、肌の形状に追従してヘッド２０が揺動するときのヘッド２０の動作量が
小さくなる。このため、ユーザー１００による電気かみそり１の操作性が高められる。電
気かみそり１によれば、ヘッドフロート部７０よりも複数の刃ブロック３０側に第１の回
転軸ＸＡおよび第２の回転軸ＸＢが形成されるため、ヘッドフロート部７０が回転軸ＸＡ
，ＸＢの少なくとも一方よりも刃ブロック３０側に配置される構成と比較して、ヘッド２
０の接触部分と回転軸ＸＡ，ＸＢとの距離が短い。このため、ユーザー１００による電気
かみそり１の操作性が向上する。
【００５２】
　（３）ユーザー１００は剃りにくい部分に生えている毛、または、短い毛等を剃る場合
、１組の刃ブロック３０だけを対象部分に意識的に当てることがある。このため、その刃
ブロック３０ではなくヘッド２０が本体１０に対して先に沈む構成によれば、ユーザー１
００が意識する対象である刃ブロック３０と別の部分であるヘッド２０が優先的に動作す
ることにより、ユーザー１００が違和感を覚えるおそれがある。
【００５３】
　一方、電気かみそり１によれば、ヘッドケース２１から浮くように刃フロート部４０が
１組の刃ブロック３０に与える力が、本体１０から浮くようにヘッドフロート部７０がヘ
ッド２０に与える力よりも小さい。このため、１組の刃ブロック３０が肌の形状に応じて
ヘッドケース２１に対して沈み、ヘッド２０が本体１０に対して実質的に沈まない状態が
形成されやすい。このため、ユーザー１００が違和感を覚えるおそれが低減される。また
、ヘッド２０が肌に強く押し当てられた場合、１組の刃ブロック３０がヘッドケース２１
に対して沈み、さらにヘッド２０が本体１０に対して沈むことにより肌に加えられる力が
吸収される。このため、肌に強い刺激を与えるおそれが低減される。
【００５４】
　（４）全部の刃ブロック３０が肌に押し当てられた場合、ヘッド２０が複数の刃ブロッ
ク３０よりも先に沈む。このため、複数の刃ブロック３０にかかる力が互いに異なる場合
でも複数の刃ブロック３０が同じようにヘッドケース２１に対して沈む。このため、全部
の刃ブロック３０が肌に押し当てられた場合に、複数の刃ブロック３０のうちの一部の刃
ブロック３０が肌に特に強く接触するおそれが低減される。
【００５５】
　（５）第１の支持部本体６２が第２の回転軸ＸＢを形成する一対のピン６７まわりで揺
動することによりヘッド２０が本体１０に対して左右方向に揺動する。このため、例えば
四節リンク機構により第２の回転軸ＸＢが形成される場合と比較して、ヘッド支持部５０
を小さく構成できる。このため、ヘッド２０と本体１０との距離を短く設定し、電気かみ
そり１の操作性を高めることができる。
【００５６】
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　（６）リード線８０がヘッド支持部５０に形成される配線通路５１を通って直線的に引
き回される。このため、リード線８０のうちのヘッド支持部５０を通過する部分において
屈曲した部分が実質的に形成されない。このため、リード線８０に屈曲した部分が形成さ
れる配線形態と比較して、電流が効率的に流れる。
【００５７】
　（７）ヘッド２０の短手方向における配線通路５１の寸法がヘッド２０の長手方向にお
ける配線通路５１の寸法よりも長い。このため、ヘッド２０が第１の回転軸ＸＡまわりで
揺動したときにリード線８０が配線通路５１の内面に強く接触するおそれが低減される。
このため、リード線８０が劣化しにくい。
【００５８】
　（変形例）
　実施の形態に関する説明は本発明に従う電気かみそりが取り得る形態の例示であり、そ
の形態を制限することを意図していない。本発明に従う電気かみそりは実施の形態以外に
例えば以下に示される実施の形態の変形例、および、相互に矛盾しない少なくとも２つの
変形例が組み合わせられた形態を取り得る。
【００５９】
　・配線通路５１の形状は任意の選択事項である。一例によれば、配線通路５１は屈曲し
た形状を有する。
　・第２の支持部６５におけるピン６７の数は任意の選択事項である。一例によれば、第
２の支持部６５は１つまたは３つ以上のピン６７を備える。
【００６０】
　・第２の回転軸ＸＢを形成する構造は任意の選択事項である。一例によれば、四節リン
ク機構により第２の回転軸ＸＢが形成される。この場合、第２の支持部６５から２つのピ
ン６７が省略される。
【００６１】
　・ヘッドフロート部７０がヘッド２０に与える力と刃フロート部４０が全部の刃ブロッ
ク３０に与える力との関係は任意の選択事項である。一例によれば、ヘッドフロート部７
０がヘッド２０に与える力は刃フロート部４０が全部の刃ブロック３０に与える力よりも
大きい、または、等しい。
【００６２】
　・ヘッドフロート部７０がヘッド２０に与える力と刃フロート部４０が１組の刃ブロッ
ク３０に与える力との関係は任意の選択事項である。一例によれば、ヘッドフロート部７
０がヘッド２０に与える力は刃フロート部４０が１組の刃ブロック３０に与える力よりも
小さい、または、等しい。
【００６３】
　・ヘッドフロート部７０の位置は任意の選択事項である。一例によれば、ヘッドフロー
ト部７０が第１の回転軸ＸＡおよび第２の回転軸ＸＢの少なくとも一方よりも刃ブロック
３０側に配置される。
【００６４】
　・各弾性部材４１Ａ，４２Ａ，４３Ａ，７２の種類は任意の選択事項である。一例によ
れば、各弾性部材４１Ａ，４２Ａ，４３Ａ，７２は板ばねまたは皿ばねである。
　・各弾性部材４１Ａ，４２Ａ，４３Ａの弾性率の関係は任意の選択事項である。一例に
よれば、各弾性部材４１Ａ，４２Ａ，４３Ａのうちの少なくとも１つが他の弾性部材と異
なる弾性率を有する。
【００６５】
　・ヘッド２０における刃ブロック３０の数は任意の選択事項である。一例によれば、３
つの刃ブロック３０のうちの１つまたは２つが省略される。別の一例によれば、ヘッド２
０は３つの刃ブロック３０に加えて少なくとも１組の刃ブロックをさらに備える。
【００６６】
　・電気かみそり１は、細長い形状を有する外刃３０Ａおよび内刃３０Ｂに代えて、円形
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外刃に対して回転運動することにより毛が剃られる。
【産業上の利用可能性】
【００６７】
　本電気かみそりは例えば脱毛器または除毛器等の用途に利用できる。
【符号の説明】
【００６８】
　１　　：電気かみそり
　１０　：本体
　１１　：グリップ
　１３　：電力供給部
　２０　：ヘッド
　２１　：ヘッドケース
　２２　：駆動源
　３０　：刃ブロック
　３１　：第１の刃ブロック（刃ブロック）
　３２　：第２の刃ブロック（刃ブロック）
　３３　：第３の刃ブロック（刃ブロック）
　３０Ａ：外刃
　３０Ｂ：内刃
　４０　：刃フロート部
　５０　：ヘッド支持部
　５１　：配線通路
　６０　：揺動支持部
　６７　：ピン
　７０　：ヘッドフロート部
　８０　：リード線
　ＸＡ　：第１の回転軸（回転軸）
　ＸＢ　：第２の回転軸（回転軸）
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【図８】

【図９】



(13) JP 6376468 B2 2018.8.22

10

フロントページの続き

(72)発明者  生田　利夫
            大阪府門真市大字門真１００６番地　パナソニック株式会社内

    審査官  稲葉　大紀

(56)参考文献  特開２００３－０９３７６５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－２１０８７１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１９２６１５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－１４２２７６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平７－１９４８５８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ２６Ｂ　　１９／００－１９／４８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

